
 

協定販売に関する協定書 
 

 

協定販売に関し、オホーツク総合振興局長(以下｢甲｣いう。)、●●●●●●●●(以下｢乙｣という。)、●●●●●

●●● (以下｢丙｣という。)は、令和  年  月  日から令和  年  月  日 まで下記により協定する。 

この協定を証するため本書３通を作成し、甲乙丙三者記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

 令和  年  月  日 

 

甲  北海道オホーツク総合振興局長  橋 本  智 史  ㊞ 

 

乙（素材生産業者） 

  住    所 

   商号又は名称 

代表者氏名                                ㊞ 

 

丙(木材加工業者) 

住    所 

商号又は名称 

代表者氏名                                ㊞ 

 

 

第１条 この協定の目的は別記１のとおりとし、甲、乙及び丙は信義に則り、相互に協力し、かつ、誠実にこの協定の遵

守に努めるものとする。 

第２条 甲及び乙は、この協定に基づく立木の販売計画を別記２のとおり定めるとともに、当該立木の安定供給に努める

ものとする。 

第３条 丙は、前条の計画に基づき供給される立木の購入に努めるとともに、その利用及び加工･流通等に係る取組み

について、別紙の協定森林整備計画書に基づき実行するものとする。 

第４条 甲と丙は、この協定に基づき原則として随意契約による立木の売買契約を締結するものとする。 

第５条 乙と丙は、この協定に基づき原則として立木の売買契約を締結するものとする。 

第６条 甲又は乙は、協定締結後から協定期間満了までに次の事項に該当することとなったときは、協定を解除できるも

のとする。なお、当該解除によって乙又は丙が被るいかなる損害も補償しない。 

(１) 甲、乙又は丙が協定書の内容に従わなかったとき 

(２) 丙が協定森林に係る立木の売買契約の締結を放棄したとき 

(３) 丙が甲又は乙の同意なく売買契約を行った協定森林に係る伐採対象木を伐採しなかったとき 

(４) 丙が協定森林に係る売買契約の規約に違反したとき 

(５) 丙が道有林野産物協定販売実施要領(以下「要領」という。）第６の２、５及び６に定める資格を満たさなくなったと

き 

(６) その他甲又は乙が協定の解除が相当であると認めたとき 

第７条 

(１) 丙は、買い受けた物件を立木のまま譲渡又は転売してはならない。 

(２)  (その他甲又は乙が必要と認める特約事項) 

第８条 丙は、要領第１１の１に基づき、この協定に基づく協定販売の実施結果について甲に報告を行うものとする。 

第９条 この協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、甲、乙及び丙が協議して決定する。 

 

(別記１) 協定の目的 

 

 

 

 

 

 

  

(別記２) 協定森林に係る立木の販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 所有者 林小班 面積(ha) 樹種 伐採種 本数(本) 立木伐採量(m3) 備 考 

令和 

 

年度 

 
       

       

 
       

       

令和 

 

年度 

 
       

       

 
       

       

令和 

 

年度 

 
       

       

 
       

       

 
※（  ）は必要に応じて加除する。 

 


